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事例１：太陽光発電関連技術開発
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事例１：大都市大震災軽減化特別プロジェクト（震動台活用による耐震性向上研究）

事例２：地震発生過程の詳細なモデリングによる東海地震発生の推定精度向上に関する研究
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事例１：高密度プラズマ処理装置の開発

事例２：世界最先端ＩＴ国家実現重点研究開発プロジェクト（ＩＴプログラムの一部）のうち「デバイ
ス開発関連」

事例３：超高速フォトニックネットワーク技術に関する研究開発

事例４：世界最先端ＩＴ国家実現重点研究開発プロジェクト（ＩＴプログラムの一部）のうち「戦略的
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事例５：次世代証拠基盤技術に関する研究開発
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事例１：科学衛星による天文観測の推進

事例２：科学衛星による太陽系探査の推進

事例３：人工衛星による地球観測システムの構築（衛星及び搭載センサの研究開発）

事例４：準天頂衛星システム

事例５：Ｈ－ⅡＡロケットの開発

事例１：科学衛星による天文観測の推進

事例２：科学衛星による太陽系探査の推進
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成果事例集
参考資料

資料中の略称

文科省：文部科学省、厚労省：厚生労働省、経産省：経済産業省、国交省：国土交通省、ＡＩＳＴ：独立行政法人 産業技術総合研究所、ＢＲＩ：独立行政法人 建築研究所、ＪＡＥＲＩ：日本原子力研究所、ＪＡＭＳＴＥＣ：独立行政法
人 海洋研究開発機構、ＪＡＸＡ：独立行政法人 宇宙航空研究開発機構、ＪＩＲＣＡＳ：独立行政法人 国際農林水産業研究センター、ＪＮＣ：核燃料サイクル研究開発機構、ＪＳＴ：独立行政法人 科学技術振興機構、ＮＥＤＯ：独
立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、ＮＡＲＯ：独立行政法人 農業・生物系特定産業技術研究機構、ＮＩＡＳ：独立行政法人 農業生物資源研究所、ＮＩＣＴ：独立行政法人 情報通信研究機構、ＮＩＥＤ：独立行政
法人 防災科学技術研究所、ＮＩＥＳ：独立行政法人 国立環境研究所、ＮＩＭＳ：独立行政法人 物質・材料研究機構 ＮＩＲＳ：放射線医学総合研究所
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事例１ アミノ酸ギャバを富化した新規食材の開発と製品化

成果事例 －ライフサイエンス－

●目標
米の胚芽には、神経伝達物質として抑制的に作用す
る機能性成分であるアミノ酸ギャバが多く含まれてお
り、玄米を水に浸漬するとギャバの蓄積量が一層高
まることに着目し、発芽玄米などの新規食材を開発し
製品化を行う。

●研究成果
玄米を水につけて発芽させるとアミノ酸ギャバが増加することを発見し、そ
の機能性を明らかにした。
ギャバを生成する穀類がほかにあることを確認した。

●今後の展開
アミノ酸ギャバを玄米等に富化した新規食
材群を製品開発・特許化し、許諾企業と協
力して製品化と広報に努め新規市場を拡
大した。
本研究によって開発されたギャバ発芽玄
米等の製品の市場規模は平成１６年度に
おいて１００億～１３０億円に達すると推計
され、食品産業における新たな市場を開
拓した。

事例２ 重粒子線がん治療試験研究の推進

ギャバ製品の例

●目標
照射線量の集中性に優れ周辺の正常組織への影響
が少なく、従来の放射線で治りにくいがん細胞にも効
果が高い特徴を持つ重粒子線を用いて、外科手術、
化学療法に比べ、体への負担が少なく、臓器や体の
形、機能を損なうことがなく、術後のQOL（生活の質）
が高い治療を確立する。

●研究成果
平成６年度から炭素イオンを用いた臨床試験を開始、平成１７年２月までに
2,184名を治療。治療としての有効性と安全性が実証され、平成１５年度に
厚生労働省より高度先進医療の承認を受けた。骨肉腫など従来治りにくい
がんも治すことができること、体への負担が少なく高齢の方にも適用できる
こと、日常生活に復帰するまでの時間が短いこと（肺がんでは１日）、重篤
な副作用を生じないことなどが、臨床試験の結果、実証された。

●今後の展開
本治療法の普及への期待は大きい。第
三次対がん十ヵ年総合戦略において、装
置の小型化に関する研究に取り組むこと
により、施設建設のための初期投資の低
減が図られ、全国的な普及に寄与すると
期待される。

図．骨肉種の治療例
治療前（左）と６０ヶ月後（右）
の画像。円内が腫瘍。部分。

図．重粒子線がん治療装置

●実施期間
平成２～１４年度
●予算
21.6百万円
●実施機関
ＮＡＲＯ、大妻女子大学、経済産業省中国経済産業
局、オリザ油化（株）等

●実施期間
昭和５９～
●予算（１６年度までの合計額）
１１１，１８５百万円
●実施機関
ＮＩＲＳ

科学技術政策担当大臣賞
第３回産学官連携推進会議

（平成１６年６月）
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事例３ タンパク３０００プロジェクト

成果事例 －ライフサイエンス－

●目標
ヒトの生命を司る重要なタンパク質のうち約３０００種
の基本構造及びその機能を解析するとともに、得られ
た成果の特許化を視野に入れ研究を行う。

●研究成果
平成１６年１０月現在、１６４０個のタンパク質の解析が終わり、国際的なタ
ンパク質データベース（ＰＤＢ）に１０８３個が登録されている。
また、国内外で２１４９報の論文を発表し、２５１の特許が出願されている。

●今後の展開
タンパク質の構造や機能が明らかになる
ことにより、新たな創薬の開発手法につな
がることが期待されている。
具体的には、これまでは、実験室内で大
量の医薬品の候補となりうる化学物質を
一つ一つ組み合わせて、その効能などに
ついて検証を行ってきたところであるが、
タンパク質の構造が事前に明らかになるこ
とにより、コンピュータシミュレーションによ
る候補化合物の抽出や、効果をしぼった
創薬の開発等が可能となる。
たとえば、平成１６年には、ＳＡＲＳの治療
薬となりうる化学物質が、この研究成果を
活用することにより発見された。

事例５ 個人の遺伝情報に応じた医療の実現プロジェクト

●目標
個人個人に最適な予防・治療を提供することを可能と
する医療の実現に資するため、４６の疾患について、
約３０万人規模の血液サンプルや臨床情報を収集し、
その遺伝子情報を解析する。

●研究成果
平成16年12月末現在、延べ11万症例を超えるサンプルが
収集され、提供が始まったところである。また、遺伝情報の
解析については、引き続き着実に実施している。

●今後の展開
遺伝情報を医療等につなげるためには、遺
伝情報と疾患との関係を明らかにすること
が重要。疾患関連遺伝子研究が十分では
ない。
個人情報の取り扱いや倫理的・社会的・法
的問題（ＥＬＳＩ）について十分な配慮が必要
であり、適切な対応が求められる。
平成１７年度予算案において、疾患関連遺
伝子研究に必要な経費を計上。１７年度以
降も研究の実施に必要な予算の確保に努
める。
ＥＬＳＩ検討会を設置し、議論を行っていると
ころ。

SPring-8

遺伝子（cDNA）

タンパク質
生命活動を営
む上で重要な
役割を果たす
物質

②疾患等に関連する
タンパク質を解析

疾患等に関連する重要な３０００種の
タンパク質基本構造・機能データ

高いﾎ ﾃ゚ﾝｼｬﾙを有
する大学等研究機
関の能力を結集

③タンパク質
基本構造解析①タンパク質にな

る 遺伝子を取り
出す

Ｘ線構造解析
↑
結晶化

水溶液→ ＮＭＲ解析

④タンパク質
機能解析
〔平成17年度強
化〕

⑤成果の
権利化

ゲノム創薬
の実現

ゲノム創薬
の実現

創薬候補
物質の同定

事例４ 生体高分子立体構造情報解析（薬剤ターゲットタンパク質の構造解析システムの開発）

●目標
創薬研究の対象として産業上有用であるが解析が難
しい膜タンパク質の構造解析手法を確立するとともに、
実際に膜タンパク質の構造決定を行う。

●研究成果
極小で複雑な構造を有し、こわれやすい膜タンパク質の立体構造を効率的
に解析する装置と手法を開発した。

●今後の展開
細胞表面にある生体物質で情報伝達等重
要な機能を担う膜タンパク質は、創薬での
薬剤のターゲット候補（既存薬の約５０％）
とされている。このため、新薬の開発にあ
たり、膜タンパク質の構造を明らかにする
ことが非常に重要となっている。
本プロジェクトで開発されたシステムは、
膜タンパク質の構造解析を行う上でこれま
でにない性能を有する装置及び手法とし
て世界的に認められており、新薬の開発
に大いに貢献することが期待される。

プロジェクト参画機関

オーダーメイドオーダーメイド
医療の実現医療の実現

ＤＮＡ及びDNA試料に
付随する情報

・副作用の
回避など適
正な治療
・予防・治療
・創薬

タイピング
データ

疾患に対する診断・治療法研究

臨床情報

血清、ＤＮＡ

疾患関連遺伝子研究

SNPs解析ﾃﾞー ﾀ

ﾀｲﾋ ﾝ゚ｸﾞ

血清、ＤＮＡ

バイオバンク

●実施期間
平成１４～１８年度
●予算（１６年度までの合計額）
３０，３３４百万円
●実施機関
理化学研究所 等

●実施期間
平成１４～１８年度
●予算（１６年度までの合計額）
１，２９５百万円
●実施機関 （社）バイオ産業情報化コンソーシアム、
ＡＩＳＴ

●実施期間
平成１５～１９年度
●予算（１６年度までの合計額）
１３，１４０百万円
●実施機関
理化学研究所、東京大学 等
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事例６ イネ・ゲノムの全塩基配列の解明

成果事例 －ライフサイエンス－

●目標
我が国の基幹作物であり、かつ、ゲノムサイズが主要
穀類の中で最も小さいイネについて、ゲノムの全塩基
配列を明らかにするとともに、農業・その他産業場面
で重要な遺伝子の特許化、画期的組換え農作物の開
発等のための基盤を確立する。

●研究成果
イネゲノム（３億９千万塩基対）について、現在の技術で解読可能な約３億７
千万塩基対全てを、精度９９．９９％（誤差１万分の１）で解読を完了した（平
成１６年１２月）。
なお、イネゲノムは、我が国の主導の下、世界１０カ国・地域で構成する国
際コンソーシアムで解読を行った（我が国の貢献度は約５５％）。

●イネゲノム塩基配列情報が得られたこ
とで、有用遺伝子の機能解明研究が加速
化し、平成１６年１０月末までに５９個の有
用遺伝子の特許化が図られた。また、精
密なマーカーを設定することが可能となり、
これを用いることにより、イネの品種改良
期間を大幅に短縮できることとなった。実
際に、このゲノム育種法を用いて「短稈
（茎が短く風雨などに強い）コシヒカリ系
統」など、農業生産効率の向上に資する
実用品種が多数作出され、農業現場への
導入が開始されている。

事例８ 免疫賦活を応用したＨＩＶ感染症の治療開発に関する研究

●目標
免疫賦活をコンセプトとする４本柱（ＨＩＶ／エイズに合併する指
標疾患の治療法、エイズ治療中に起こる日和見感染症の悪化
に対する対処法、薬剤耐性ウィルスの克服策、および免疫賦
活を応用した治療開発）による、ＨＩＶ／エイズ治療の質の総合
的向上と、将来的な根治療法を目指した研究事業を推進する。

●研究成果
エイズに合併する悪性リンパ腫に対する免疫賦活療法の有効性確認、
エイズ治療奏効時に生じる日和見感染症悪化の発生予測方法構築、
ＨＩＶのリンパ球進入の阻害に関する基礎的データ取得、および計画的
治療中断による患者への免疫賦活に関するデータ取得がなされた。

●今後の展開
多剤併用療法の導入により感染者の長期予後
は著しく改善されたが、長期投与による副作用、
耐性ウイルスの発生等が問題となっている。本
プロジェクトにより免疫賦活療法が効果的な症
例も報告されており、今後更に各チーム間の
連携を深め、ＨＩＶ／エイズの根治療法の開発
を進めていく。

事例７ ミレニアムプロジェクト 疾患遺伝子プロジェクト「気管支喘息等免疫アレルギー疾患」

●目標
網羅的な遺伝子配列解析および遺伝子発現解析手
法をもちい喘息等アレルギー疾患をシステムとして解
析し、副作用のないオーダーメイド医療の確立を目標
にしている。

●研究成果
網羅的な遺伝子配列解析研究により、20個の喘息発症と関連した一塩基
多型SNPを発見した。網羅的遺伝子発現解析研究では、全ての臓器や細
胞における情報を解析することに成功し、生命維持に重要な臓器に存在せ
ずアレルギー炎症組織にのみ存在する遺伝子を絞り込むことに成功した
（下図遺伝子Cが相当）。

●今後の展開
アレルギー炎症組織にのみ発現し、従来
の治療法には反応しない薬剤標的遺伝子
を発見したが、現在、この成果を生かし企
業との共同研究により薬剤開発を行って
いる。この様に本プロジェクトで構築した
種々の血球細胞や炎症細胞での発現
データベースやマウスとヒトの炎症細胞比
較データベースにより、副作用の少ない医
薬品の開発が今後十分に期待できる。

解読貢献度

日本

米国

中国

台湾

フランス

インド

55%

8.4%

8.0%

7.8%

3.4%

19%
解読貢献度

370 Mb (95%)解読

20 Mb 難解読領域

○遺伝子機能のネットワークの解析
○DNAマーカーによるデザイン育種技術
○遺伝子組換え育種技術
○イネ科作物との比較ゲノム研究

全ゲノム塩基配列の利用

世界の食糧の安定供給に貢献

イネゲノム塩基配列の完全解読達成（２００４．１２）

韓国
タイ
英国
ブラジル

イネゲノム = 390 Mb

多剤併用療法による治療

残された課題 新しい課題

I] HIVに合併する悪性リンパ腫の
治療法開発
•LAK療法の可能性各種ウイルス
に対する免疫賦活
II] 免疫再構築症候群に対する対
処法の開発
•サイトカイン発現とステロイド使用

III] 耐性ウイルスの克服
•ケモカインレセプターに関連した
治療の可能性を探る
IV] 免疫賦活を応用した現状の治
療の進展
•STIとIL-2療法

×××××○○○遺伝子C

○○×××○××遺伝子B

○○○○○○○○遺伝子A

心臓脳神経肺組織リンパ球好中球好塩基球好酸球マスト細胞

●実施期間
平成１０～１６年度
●予算（１６年度までの合計額）
１０，５５８百万円
●実施機関
ＮＩＡＳ、（社）農林水産先端技術産業振興センター

●実施期間
平成１２～１６年度
●予算（１６年度までの合計額）
１，５８０百万円
●実施機関
国立成育医療センター

●実施期間
平成１５～１７年度
●予算（１６年度までの合計額）
１６８百万円
●実施機関
国立国際医療センター 等
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成果事例 －情報通信－

●目標
今後本格化すると考えられるユビキタスネットワーク社会の基
盤として、情報通信端末において、動画データ等の高度な
データを大量に蓄積・処理・送受信することが求められる。ま
た、多数の情報通信端末に大量のデータを送受信するため、
高速大容量の基幹ネットワーク（光通信ネットワーク）が同時
に必要とされる。このような情報通信端末と光通信ネットワー
クを実現するためのデバイス技術は、現在日本が国際的優位
性を有する技術であり、今後とも優位性を維持するため、大
学等の革新的な知見・ノウハウ等の研究ポテンシャルを最大
限活用し、実用につなげることを目指す。

●実施機関
東北大学、東京大学 等

●研究成果
○情報通信端末へ蓄積可能なデータの大容量化を可能とする、従来の方式
に替わる垂直磁気記録方式により、世界最高の記録密度である平平方インチ
あたり１５０ギガビットを実現し、これを利用して、５００円玉サイズの世世界最
高密度の超超小型磁気ディスク装置の試作に成功。
○現現在の無線ＬＡＮの５倍以上となる毎秒３００メガビットの高速通信を実現す
る次世代の高速無線通信端末を開発。
○情報通信端末の高機能化・省電力化を可能とする、磁気の性質を利用する
ことにより、現状の半半導体メモリより、１/１００の低消費電力ながら、１０倍高
速、電源が切れてもデータを失わないスピンメモリ技術を世世界で初めて実現。
○光通信ネットワークの高速・大容量・安全化を可能とする、次世代の光通信
ネットワーク実現の鍵となる高性能レーザーデバイスの開発、量子暗号通
信に必要な単単一光子発生器の開発などに世界で初めて成功。

●今後の展開
中間時点の成果を活用して、以下の、新たな製
品の創出に寄与。
○研究開発参加企業が垂直磁気記録方式
の超小型磁気ディスク装置の製品化を発表。
○スピンメモリの実用化につながる成果を創出。
○国際標準化の進捗とあわせて、無線通信
端末の試作機を作成。
○量子ドットを利用したレーザーデバイスを開
発・試作し、製品化に目処。

更に、安定した単一光子を発生する素子の開発
を通して将来の量子暗号通信実現に寄与、また、
スピンメモリ等の次世代デバイスとして、磁性を
持つ半導体の性質や操作法に関して、磁場を
必要としない磁化反転法を世界で初めて実証。

事例３ 超高速フォトニックネットワーク技術に関する研究開発

●実施期間 ●予算
平成１３～１７年度 （１６年度までの合計額）

６，４８５百万円
●実施機関
ＮＩＣＴ

●研究成果
○1本の光ファイバで波長の異なる64波を多重化し、各々の波に毎秒43ギガビットの
情報を載せて6000km（大陸間回線相当）を伝送することに成功。
○低コストでネットワーク構成が可能であるとして注目されているCWDM(Coarse-

WDM：低密度波長多重) の実現に必要な、広い波長域(100nm超) を増幅可能な光
増幅器を開発。
○世界で初めて１波長当たり毎秒160ギガビットの情報をやりとり可能な光送受信装
置の開発に成功し、640km長距離伝送（基幹通信網への適用が可能）を実現。
○電気機械制御の微小ミラーによる世界最小、最速の切り替え時間の高速光スイッ
チ（256x256チャネル）を開発、テストベッドを用いた実験において、世界で初めて、
信号を従来に比べて10倍以上高速の20ミリ秒で光のまま経路変更・制御できるこ
とを実証。
○各地点間の通信接続を光波長単位で迅速、柔軟に設定可能な都市内光通信ネッ
トワーク向け経路制御システムをユニットサイズ(幅483、高さ132mm) で実現。

●今後の展開
都市内光ネットワーク向けを中心に、以下の製品が
開発された。
○高速波長選択集積型音響光学効果型波長可変
フィルタサブシステム
○256x256チャネルMEMS光スイッチ
○CWDM伝送システム用ラマン増幅器
○160Gbps光送受信装置
都市内ネットワークにおける光化の進展や毎秒160
ギガビットの高速光通信市場立ち上げに伴い、2008
年頃から年間数百億円規模の市場が期待される。
本研究成果により、ブロードバンドの進展等で数年
以内にはテラビット級に達すると予測されているデー
タ通信量を的確に処理可能とするネットワーク基盤技
術が確立し、社会的・公共的に多大な貢献。

MEMSを用いた
高速光スイッチ
（128ch）

●実施期間 ●予算
平成１４～１８年度 （１６年度までの合計額）

５，３３８百万円

●目標
大面積化が比較的容易であり、またプラズマのエネルギー
が低く被処理半導体素子にダメージを与えるおそれが比較
的少ないと考えられるプラズマ工程を用いた半導体デバイ
スの高性能化及び低消費電力化を実現する製造プロセスを
開発する。

●研究成果
○従従来の1/10程度の電力で高密度･低ダメージの
プラズマ処理が可能な酸窒化膜処理装置を開発。
○従来の平行平板型プラズマ源によるプラズマ密
度と比較して１１００倍高密度なプラズマを生成
○プラズマのエネルギーに関し、従来のプラズマ
源より低い1eV程度のエネルギーを持つプラズ
マを生成（従来は平行平板型プラズマ：2eV、
ICP型プラズマ：2～4eV、ECR型高密度プラズ
マ：4～8eV程度）
○「Trias SPA(プラズマ処理装置)」として平成１３
年１２月製品化。世界の主要半導体メーカ約十
社に約50台納入
○第２回産学官連携推進会議 産学官連携功労
者表彰 内閣総理大臣賞（採択１件）を受賞（平
成１５年）

●今後の展開
高度情報化社会の進展に重要な役割を担う情報通信機器の高度化のため、
高機能・低消費電力のシステムLSIが本格化。一方、従来の大量生産向け半
導体製造装置は、材料やパターン寸法毎に単機能化され、少量多品種の情
報通信機器用半導体LSIの生産に適合しないという問題が顕在化しており、
このため高度情報通信機器時代の要求を満たす高機能・低消費電力システ
ムLSI等の製作に適合した半導体製造技術の革新が急務である。また、LSI

が微細・高集積化し、電源電圧が低下していくことに伴い、ばらつき、雑音の
問題が深刻になってくる。これは従来のプラズマ工程時に発生する金属汚染
やダメージ等によるものであり、これらの問題を生じないプラズマ工程の開発
が求められている。
このような背景のもと、本成果を、超高品質低温薄膜形成技術、CVD技術、
ダメージフリーパターンエッチング技術に展開する省エネ型半導体製造装置
技術の開発を実施中（H14～H17：NEDO等）。ゲート絶縁膜、層間絶縁膜、
エッチング装置について基盤技術を確立しており、今後は、事業終了後の速
やかな実用化に向けた装置の評価を進めることが重要である。

●実施期間
平成１１年度
平成14～17年度
●予算（１６年度までの合計額）
３，４０１百万円
●実施機関

NEDO、技術研究組合超先端電子技術
開発機構、東北大学、東京エレクトロン

小型ポンプ

シャワープレートガス
絶縁体

マイクロ波

ウェーハ
均一なマイクロ波

小型ポンプ

排気ポート

排気ダクト

ガスの流れ

事例１ 高密度プラズマ処理装置の開発

●目標
光ファイバ１芯あたりに1000波を多重化して伝送を行い、
あるいはそれを分割配信することのできる高度な波長分
割多重（WDM）技術、10Tbpsのトラヒックを光のまま経路
変更・制御することのできる技術の開発等により、電気
信号変換のないテラビット級の光ネットワークの実現に
必要な技術を2005年度までに確立する。

事例２ 世界最先端IT国家実現重点研究開発プロジェクト（ITﾌ ﾛ゚ｸ ﾗ゙ﾑの一部）のうち「デバイス開発関連」

内閣総理大臣賞
第２回産学官連携推進会議

（平成１５年６月）


